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研究内容
研究内容

重度身障者の環境制御等で使用されるが視線検出装置について，小型，低価格で非装着の検

出装置アイマウスを開発してきた。アイマウスを視線検出モジュールとして，超小型，低価格化し，

自動車や家電，医療，レジャー分野等で活用可能な，目視確認サポート装置を開発する。

【シート組付け】
【エンジン組付け】

レジャー分野レジャー分野 広告マーケティング広告マーケティング 医療機器医療機器 ○看護師の15分間隔の目視確認をアラート。計測者，時刻を記録できる。○何を，どの時間に見た人が多いか検出できる○ゴルフスイングにおける最適な視線移動をコーチする

○後方確認の視線を検出して開閉するスライドドア
○車線変更でのミラー見落とし抑制
○バック駐車時のルームミラー見落とし抑制

検知視線事故 視線検知
視線検知視線 検知

caution!!組立て工場組立て工場
先進自動車先進自動車

○わき見や居眠り運転の検知わき見 眠気検知 検知

【環境制御装置200万円】
活用対象・機械・自動車・医療機器

超小型モジュール
【現行アイマウス：20万円】13ｃｍ9ｃｍ 第1段階

第2段階・3cm角化【名刺サイズ化：5万円】

研究成果研究成果研究成果研究成果
研究成果研究成果研究成果研究成果

（（（（1111））））超小型視線検出超小型視線検出超小型視線検出超小型視線検出モジュールモジュールモジュールモジュールのののの開発開発開発開発（（（（1111））））超小型視線検出超小型視線検出超小型視線検出超小型視線検出モジュールモジュールモジュールモジュールのののの開発開発開発開発
（（（（2222））））目視確認目視確認目視確認目視確認サポートサポートサポートサポート装置装置装置装置のののの開発開発開発開発（（（（2222））））目視確認目視確認目視確認目視確認サポートサポートサポートサポート装置装置装置装置のののの開発開発開発開発

（（（（1111））））超小型視線検出超小型視線検出超小型視線検出超小型視線検出モジュールモジュールモジュールモジュールのののの開発開発開発開発（（（（1111））））超小型視線検出超小型視線検出超小型視線検出超小型視線検出モジュールモジュールモジュールモジュールのののの開発開発開発開発 （（（（2222））））目視確認目視確認目視確認目視確認サポートサポートサポートサポート装置装置装置装置のののの開発開発開発開発（（（（2222））））目視確認目視確認目視確認目視確認サポートサポートサポートサポート装置装置装置装置のののの開発開発開発開発①ソフトウェア版を開発した。②ハードウェア版において，４つの画像処理IPを実装し，動作確認を行った。 ①車載模擬実験場を構築して実験した。③10.1インチ・タブレットの画面を9分割して配置したボタン(324×174pixel/個)の操作を可能とした。


